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  活動記録  
◆ 研究成果および業績 ◆
先端社会研究所 2017 年度活動記録一覧
■先端研セミナー■
○第 1回先端研セミナー
日 時：2017年 5月 9日（金）16 : 50～18 : 20
場 所：関西学院大学 社会調査実習室
報告者：鈴木 謙介（社会学部准教授／先端社会研究所副所長）
題 目：ラーメンから見る食とグローバル化
○第 2回先端研セミナー
日 時：2017年 12月 8日（金）16 : 50～18 : 40
場 所：先端社会研究所 セミナールーム
テーマ：「大学と教養の使い方」
登壇者：大澤 聡（近畿大学文芸学部准教授）
名部 圭一（桃山学院大学社会学部准教授）
鈴木 謙介（社会学部准教授／先端社会研究所副所長）
○第 3回先端研セミナー
日 時：2018年 2月 15日（木）16 : 00～18 : 00
場 所：先端社会研究所 セミナールーム
テーマ：近代日本における外地・植民地への旅行案内書とその地理的表象
報告者：荒山 正彦（先端社会研究所研究員／文学部教授）
司会者：島村 恭則（先端社会研究所研究員／社会学部教授）
■現代日本文化共同研究会■
○第 1回研究会
日 時：4月 5日（水）13 : 00～18 : 00
場 所：関西学院大学 東京丸の内キャンパス
テーマ：「AI/AD 研究について」
○第 2回研究会
日 時：6月 5日（月）13 : 00～15 : 00
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場 所：関西学院大学 東京丸の内キャンパス
テーマ：「AI/AD 研究について」
○第 3回研究会
日 時：7月 28日（金）11 : 00～13 : 30
場 所：関西学院大 梅田ハブスクエア
テーマ：「AI/AD 研究について」
○第 4回研究会
日 時：9月 15日（金）13 : 00～15 : 00
場 所：関西学院大学 先端社会研究所セミナールーム
テーマ：「AI/AD 研究について」
○第 5回研究会
日 時：10月 24日（火）14 : 00～16 : 00
場 所：関西学院大学 先端社会研究所セミナールーム
テーマ：「データアーカイブからのテキストマイニング＋KJ 法による解析の方法」
○第 6回研究会
日 時：2017年 11月 16日（木）18 : 30～20 : 00
場 所：関西学院大学 梅田キャンパス
テーマ：「データアーカイブからのテキストマイニング＋KJ 法による解析の方法」
○第 7回研究会
日 時：2017年 12月 15日（金）11 : 00～14 : 00
場 所：関西学院大学 社会学部棟大学院生室－2
テーマ：「データアーカイブからのテキストマイニング＋KJ 法による解析の方法：
論文作成に向けての議論」
○第 8回研究会
日 時：2018年 1月 26日（金）11 : 00～14 : 00
場 所：関西学院大学 社会学部棟セミナールーム 2
テーマ：「データアーカイブからのテキストマイニング＋KJ 法による解析の方法：
論文作成に向けての議論」
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■シンポジウム■
○「エイズと日本社会、その 30年の社会的経験」
日時：2018年 2月 24日（土）13 : 00～17 : 00
場所：西宮上ケ原キャンパス 大学図書館ホール
基調報告：
大西 赤人（作家、ヘモフィリア友の会全国ネットワーク副理事長）
シンポジスト：
長谷川博史（特定非営利活動法人日本 HIV 陽性者ネットワーク・ジャンププラス理事）
要友 紀子（セックスワーカーの健康と安全のために活動するグループ・SWASH 代表）
倉田 めば（薬物依存リハビリテーションセンター大阪ダルクディレクター）
コメンテーター：
花井 十伍（大阪 HIV 訴訟原告団代表）
新ヶ江章友（文化人類学者、大阪市立大学准教授）
司会者：佐藤 哲彦（先端社会研究所研究員／社会学部教授）
■教育事業（大学院教育支援事業）■
○リサーチコンペ 2016年度採択者による成果報告会
日 時：2017年 5月 13日（木）9 : 30～12 : 15
場 所：先端社会研究所セミナールーム
○2017年度リサーチコンペ
申請期間：2017年 5月 8日（月）～6月 5日（月）
書類選考：2017年 6月 6日（火）～6月 13日（火）
プレゼンテーション
日 時：2017年 6月 24日（土）09 : 30～13 : 20
場 所：先端社会研究所セミナールーム
申請件数：6件
報告者（所属研究科） 研究テーマ
岡本 真生
（社会学研究科博士課程後期課程）
宗教的ヘテロトピアをめぐる実践・表象・政治性
－「稲荷信仰」の事例から
広尾 克子
（社会学研究科博士課程後期課程）
フードツーリズムとその変容
－北陸のカニツーリズムの事例より
岡 いくよ
（社会学研究科博士課程後期課程）
現代社会における周産期母子と社会的包括
奥田 絵
（社会学研究科博士課程前期課程）
「公共」補償の環境社会学研究
－奈良県吉野郡川上村の大滝ダム建設を事例に
笹部 建
（社会学研究科大学院研究員）
蔦屋書店における文化的娯楽性と規範的公共性の展開
と摩擦
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採択件数：4件
○メルボルン大学アジアインスティテュートにおける
Postgraduate Conference in Japanese Studies 2017への参加
日 時：2017年 8月 29日（火）～8月 31日（木）
期 間：2017年 8月 27日（日）～9月 2日（土）
引率者：ハサン・イードゥル（先端社会研究所専任研究員）
○院生企画による研究会
採択者（所属研究科） 研究テーマ
西原 雅子
（人間福祉研究科博士課程前期課
程）
母国で出産した外国人に対する母子保健研究
－多文化ソーシャル領域におけるアクションリサーチ
を通して
青木 嵩
（総合政策研究科博士課程前期課
程）
郊外住宅地再編へ向けた拠点性の再考
～拠点機能と立地の変遷と居住者の生活行動実態の分
析から：三木市緑が丘町・志染町青山地区を対象に～
藤井 亮佑
（社会学研究科博士課程後期課程）
死と死別に関する新しい文化としての「遺品整理」と
専門業種に関する社会学的研究
齋藤 幸世
（社会学研究科博士課程後期課程）
多言語と多民族台湾社会の言語に見る共生の有り方
－家庭内における多言語の語り合いの事例より
報告者（所属研究科） 報告テーマ
奥田 絵
（社会学研究科博士課程後期課程）
Conservation of water resource areas and community revi-
talization : a case study of Kawakami Village in Nara
Prefecture, Japan
小田二元子
（社会学研究科博士課程後期課程）
Representation of sexuality in Japanese lesbian bars
智原あゆみ
（社会学研究科博士課程後期課程）
The rising presence of the word“shonin”in the 21st
century Japan
藤井 亮佑
（社会学研究科博士課程後期課程）
Dealing with the dead’s possessions : a case study of
“memento disposition”business in Japan
楊 芳溟
（社会学研究科博士課程前期課程）
Social integration of Chinese married women in contem-
porary Japan : a social network perspective
第 1回
「これからの都市と居場所と協働を考える会」班
日 時：2017年 8月 5日（土）14 : 00～17 : 00
場 所：先端社会研究所 セミナールーム
報告者：斉藤 智文（特定非営利活動法人ところ 代表理事）
池田 多瑛（夢うららほっとステーション 副会長）
尾関 泰輔（一般財団法人つなぐ 理事）
尾添 侑太（関西学院大学 非常勤講師）
題 目：子ども食堂から都市とコミュニティの現在を考える
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○Luncheon Meeting in English－英語で社会学－
日時・テーマ：
2017年 4月12日（水）「Sociology in English : An Overview」
4月19日（水）「Multiculturalism in Contemporary Society」
4月26日（水）「Graying Japan : A Sociological Perspective on Aging Society」
5月 3日（水）「Globalization : Opportunities or Chaos?」
5月10日（水）「Over the Rainbow : LGBT Issues in Japanese Society」
5月17日（水）「Sociology of Music」
5月24日（水）「Why do We Consume? The Sociology of Consumption」
5月31日（水）「Into the Realm of“Experience Economy”」
6月 7日（水）「Continuity and Change in“Play-Element”of Culture and Society」
6月14日（水）「Crossing the Borders : Transnational Migration in Contemporary Society」
6月21日（水）「Revisiting the Doctrine of Nuclear Power : A Socio-Historical Perspective」
6月28日（水）「The Sociology of War」
7月 5日（水）「Sociology of Sports Mega-Events」
7月12日（水）「Community Capacity and Rural Development」
9月27日（水）「Scholarship, Career, and Beyond : Sociology in a Changing World」
10月 4日（水）「Social Theory in Action」
10月11日（水）「Identity : Sociocultural Perspectives」
10月18日（水）「Event Tourism : A Critical Evaluation」
10月25日（水）「Research Ethics」
11月 1日（水）「Of Singularity : Artificial Intelligence（AI）and the Role of Social Research」
11月 8日（水）「Political Sociology : Past, Present, and Future」
11月15日（水）「Qualitative Research Methods」
11月22日（水）「Race, Ethnicity, and Multicultural Conviviality in Contemporary Japan」
12月 6日（水）「Food and Culture」
12月13日（水）「Politics of Gender, Sexuality, and Reproductive Health Rights」
12月20日（水）「Globalization and Crime」
場 所：社会学部共同学習室
コーディネーター：鈴木 謙介（先端社会研究所副所長／社会学部准教授）、
ハサン・イードゥル（先端社会研究所専任研究員）
参加者：社会学研究科院生、学部生
第 2回
「誕生死をめぐる生命観の変容」班
日 時：2017年 12月 23日（土）14 : 00～17 : 00
場 所：上ケ原キャンパス 大学院 1号館 2階 209号室
報告者：板橋春夫（日本工業大学教授）
題 目：誕生と死をめぐる生命観の変容
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